
事業部門 ３）ポストコロナ時代を見据えて顕在化した新たなニーズに対応した総合的・特徴的な取組を行う 事業

事業地域 福島県桑折町およびその周辺地域

背景・課題 ①空き家が持つ問題は個々に違いがあり、画一化した対応が難しいこと
②建物の状態が良くても、相続・登記や気持ちの面など所有者側の人的問題が解決しなければ
決して流通には結びつかないこと

③空き家を流通しやすい健全な状態にするには、定期的な「管理」が大切ということ

目 的 ①空き家のしっかりとした現状調査による問題点の把握 および 問題解決のための検討
②空き家を健全に保ち流通を促進させるための、適切な「管理」方法の検討
③空き家利用者の増加に繋げる「シェアハウス＋コワーキングスペース」の運営 および
空き家の利活用方法の模索

連携する団体・役割 桑折町（空き家所有者への連絡 および 福島県等他行政機関との連携・調整）
桑折町商工会（空き家問題解決に向けた就業・起業面での相談・協力）
福島信用金庫（空き家問題解決に向けた金融面での相談・協力）

【R4】空き家を健全に保つ「空き家管理システム」の構築 及び シェアオフィス運用による
移住者増から空き家の利活用増加を目指す「空き家×移住」対策（桑折まちづくりネット）

発表資料

■ 事業概要

「空き家トリアージ」調査
による現状把握

「空き家管理」による
建物の健全化・

所有者との関係構築

シェアオフィス施設運営
による移住サポート

学生向けシェアハウス等
空き家を活用した

「移住」×「空き家」対策の検討

■空き家の定期的な調査・管理により、建物を健全な状態に
■「空き家管理」実施で空き家所有者との関係構築を図り、

問題解決及びその後の利活用の迅速化を模索

■健全な空き家の利活用促進のため、移住対策を実施
■シェアオフィス＋コワーキング施設運営で、移住希望者の

拠点づくり＆サポートを。学生向けシェアハウス等の検討も

空き家対策 移住対策空き家の健全化・利活用促進

福島県桑折町及びその周辺地域で、「空き家対策」と「移住対策」を結び付け空き家の健全化・利活用の促進を図ることを目的に、
空き家所有者には空き家の現状調査及び管理方法の策定を行い、その方法を確立。移住希望者にはシェアオフィス＋コワーキング
スペース施設の運営による移住サポートを行い、一定の利用者が得られる結果となりました。



【R4】空き家を健全に保つ「空き家管理システム」の構築 及び シェアオフィス運用による
移住者増から空き家の利活用増加を目指す「空き家×移住」対策（桑折まちづくりネット）

発表資料

■ 取組内容と成果
①「空き家トリアージ」調査の実施 ⇒ 「空き家トリアージ」の基本的な考え方

モノ
（劣化・破損など

目視による
建物の状況）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

ヒト
（登記情報と

納税者情報の
一致状況）

い ろ は

価値
（固定資産税

評価額に
よる比較）

Ａ Ｂ Ｃ

良い 悪い

問題ない 問題あり

評価額が高い 評価額が低い

患者の重症度に基づいて、治療の優先度を決定して選別を行う「トリアージ」
の考え方をベースに、空き家に関する3要素をそれぞれ段階別に細分化。
状況を的確に捉え、問題を解決するためにそれぞれ個別の「処方箋」を出す
ことによって、空き家解消を促進させる足掛かりとする。
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■ 取組内容と成果
①「空き家トリアージ」調査の実施 ⇒ 実際の調査内容について

●モノ（建物）の調査について
桑折町内で昨年度空き家だったもの・今年度新たに空き家になったと思われるもの約200件を
調査。現在取りまとめ作業の途中段階ではありますが、そのうち150件前後が最終的な空き家
の数になると思われます。下記調査票のように建物の状態を点数化し、他との比較が可能に。
また写真を添付することで、毎年の状況の経過を把握することができます。

●ヒト（所有者）の調査について
登記上の所有者情報と納税義務者
の情報が一致しているかどうかを
確認。

「い」⇒情報が一致
「ろ」⇒情報が一致しないが、

関係者との連絡が可能
「は」⇒情報が一致しないうえ、

関係者との連絡が不可能

※個人情報の取り扱いが必要な
ことから、行政側が調査を担当

●価値（固定資産税評価額）
の調査について

空き家の土地・建物の固定資産税
評価額を比較し、3段階に分類。

※個人情報の取り扱いが必要な
ことから、行政側が調査を担当

3情報の比較で、どういった
空き家対策に取り組むか

施策決定の良い検討材料に



【R4】空き家を健全に保つ「空き家管理システム」の構築 及び シェアオフィス運用による
移住者増から空き家の利活用増加を目指す「空き家×移住」対策（桑折まちづくりネット）
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■ 取組内容と成果
②「空き家管理システム」の構築

●空き家管理サービス「空き家モニタリング（仮）」について
年に１回実施する「空き家トリアージ」調査の結果を基に、所有者向け報告書を作成・送付。空き家の現状を定期的にお知らせし、
今後の方向性について相談・対応を行う。その他、空き家所有（管理）者の希望により、オプションメニューへの対応を実施。
定期的な「管理」で空き家を健全な状態に保ち流通促進を図るとともに、所有者との定期連絡で信頼を得て、問題解決への
足掛かりとする。

②町より空き家所有（管理）者へ、
初回無料報告書と管理サービス
案内を送付

③管理サービスを希望する所有者
から桑折まちづくりネットへ連絡・
申し込み

④所有者と桑折まちづくりネット
との間で管理契約を交わし、
管理サービスの開始

①町と桑折まちづくりネットの間で
空き家管理に関する事業委託
契約を締結
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■ 取組内容と成果
③空き家を活用したシェアオフィス＋コワーキングスペースの運営と 「次」の模索

●桑折シェアオフィス「Hatch」が2022年6月にオープン
令和3年度に福島県の「福島県テレワーク施設等整備補助金」の採択を受け、常設空き家相談所として活用していた空き店舗兼住宅
の未使用だった住宅部分を改修。シェアオフィス＋コワーキングスペースとして、令和4年6月から運用をスタート。
2023年1月現在、シェアオフィスは3室中1室が入居。コワーキングスペースは、毎週月～土曜の10時～17時30分の時間帯で運営。
デスクワークや打ち合わせ、動画配信スペースとしてなど多岐に渡る活用が進んでいます。

●「次」の展開の模索
商店街に面した空き家相談所を
別な場所に移転し、チャレンジ
ショップとしての活用を計画。

また、空き家所有者のご厚意から
自由に使うことが可能な空き家・
店舗兼住宅が複数ある状態に。
次年度に、現地を見学しながらの
空き家セミナーや利活用方法を
探るワークショップなどを行い、
利活用の促進につなげていく
予定です。
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■ 取組内容と成果
④昨年度まで実施したきた事業の継続実施

定期的な会議の開催

福島県空家等対策連絡調整会議
での活動事例発表

2022年11月東京で開催された
移住フェアに併せて行った
無料空き家相談会の様子

SNSを活用した情報発信


